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Q. あなたが好きなコーナーはどれですか？（複数可）

※いただいたご意見は、内容を変えない範囲で添削させていただく場合があります。
※紙面の都合上、掲載できない場合がありますのであらかじめご了承ください。

広報なすしおばらを読んだ感想、取り上げて欲しい
話題や記事などをお書きください。

１．表紙
３．行政 info
５．子育て連絡帳
７．健康だより
９．お便りBOX
11.  ちっちゃな自然
13.  げんきびと
15.  私のまちの近い遺産

２．特集
４．タウントピックス
６．チャイルドトピックス
８．図書館へ行こう！
10.  なすしおばら珍百景
12．編集後記
14．ものづくり若人 お便りBOX

※応募は次ページのQRコードを参照してください。

※応募ははがきかQRコードから。

あなたの身の回りの"珍"な光景、出来事、思い出
などの写真を募集します。その1枚が新たな魅力
の発見につながるかも。

皆さんからいただいたお便りを紙面で紹介して
いきます。広報なすしおばらを読
んだ感想、取り上げて欲しい話題
などを投稿してください。

皆さんの声を紙面で紹介します

なすしおばら  　  百景珍
あなたの"珍"がまちの魅力に？

募集中

このほど叙勲・褒章が発表され、本市から6人の皆さんが受章されました。
受章された2人（4人は掲載を辞退）の経歴とコメントを紹介します。

今月の「お便りBOX」コーナーはお休みします。皆
さんから頂いたお便りは次号以降に紹介します。

迅速・正確な仕事を心がけて 使命は市民の安全安心を守ること

　「長いこと続けてきてよかった」と受章の喜びを語っ
てくれた相馬さん。学校への教科書供給業に励んでき
た相馬さんは、教科書の冊数や厚みなどから少子化や
学習指導要領の変化を常に肌で感じてきた。「新学期、
無事に新しい教科書を納品して子どもたちの笑顔を見
たときは嬉しい」と話してくれた。今後も体力が続く
限り、子どもたちの学びを支え続けていくという。

　「支えてくれた皆さんのおかげ。何よりも家族の助
けがあってのこと。活動してきたことが報われた」と
安
あ ん ど

堵の表情を浮かべる藤田さん。入団してからの通算
32年。火災や災害時には、昼夜を問わずいち早く出
動することを心掛けてきたそうだ。「団員が減り、高
齢化が問題。自治会などとも話を進めることが課題」
と今後を見据え、団長としての思いを話してくれた。

叙勲・褒章受章
～長年の功績に栄誉～

昭和43年に先代の後を継ぎ、
㈲相馬商店で働き始める。そ
の後、半世紀以上にわたり地
元の小・中学校などへ教科書
を供給し続けている。

昭和61年に塩原町消防団に入
団。平成31年4月から団長に
就任。会社経営の傍ら、団の
トップとして市民の生命財産
を守るため奮闘している。

氏相馬 聰
と し お

雄 氏藤田 英之
業務精励   76歳 消防功績   60歳黄綬

褒章
藍綬
褒章

▶申し込み・問い合わせ
　市ファミリーサポートセンター
　☎0287（47）6252

子育てをサポートしてほしい人と、サ
ポートできる人を結び、地域みんなで
子育てを支えていく仕組みです。

利用料《子ども1人、1時間あたり》
利用日 利用時間 利用料

平日（月～金）
午前7時～午後7時 700円

午後7時～9時 800円

土・日・祝・年末年始 午前7時～午後9時 800円

「習い事や保育園・学校、部活の送り迎えを頼みたい」、「妊娠中で上の子の面倒を見るのが大変」、「自分が病院に行く間、
子どもを預けたい」、「たまには子どもを預けて、ゆっくり美容院や買い物に行きたい」…など、子育て中の悩みは尽きません。
そんなとき、「ファミサポ」を利用してみませんか？

とき ところ
2月13日㈭ 午前9時～午後4時 東那須野公民館

2月20日㈭
午前9時～正午 黒磯消防署

午後1時～3時50分 厚崎公民館

▶対象　20歳以上の市民　▶定員　20人　▶内容　子ども
の発達・栄養・遊びに関する講座、普通救命講習など　
▶参加費　無料　▶申込期限　1月31日㈮　▶持ち物　筆記
用具、はさみ、印かん、救命講習カード（持っている人のみ）、身
分証明書　▶その他　全日程受講するとサポート会員として
登録できますが、半日だけの受講も可能です

※�サポート終了後、左記の金額を利用会員がサポート会員に直接支払
います。子どもを預かる場所は、原則、サポート会員の自宅です。

※�兄弟姉妹で預ける場合は、2人目以降の利用料は割引になります。
※�ひとり親家庭などには、助成制度があります。

ファミリーサポートセンター
（アドバイザー）

利用会員からの依頼を受け、サポー
ト会員をコーディネートします

利用会員
（子どもを預けたい人）

▶ 対象　市民・市内勤務者
※子どもの対象は中学3年生まで。
※�利用には登録が必要です。詳細は問
い合わせてください。

①サポート依頼

④サポート活動

⑤利用料の支払い

②サポート打診

地域のみんなで子育てを支えあう

ファミリーサポートセンター
� サポート会員募集中
　子どもの預かりや送迎などを有償で行う、ファミリーサポートセンター

（ファミサポ）の「サポート会員」になるための研修を行います。
　サポートは自分のできる範囲で構いません。空いた時間を子どもたち
のために使ってみませんか？

こんなとき…ファミサポを利用してみませんか？

サポート会員になるための研修を開催します

ファミリーサポートセンターとは…

▶サポート内容　 子どもの預かり、習い事や保育施設・
　　　　　　　　学校への送迎

サポート会員
（子どもを預かる人）

▶ 対象　�健康で積極的に活動
ができる20歳以上の
市民

※研修の受講が必要です。

③事前打ち合わせ
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